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1港区政70周年特集号

区民とともに 港区政　  周年70
港 区 は 3 月 1 5 日 に 港 区 政 7 0 周 年 を 迎 え ま す

　アイデアソンとは、
「アイデア」と「マラ
ソン」を掛け合わせ
た造語で、短期集中
スケジュールで、チ
ームでアイデアを生
み出す作業を行うこ
とです。
　「アイデアソン」と「お茶」を掛け合わせた「茶ッカソン」という手法
で、畳を敷き詰めた会場で参加者がお茶を飲みながら、「六本木・麻布
をクリエイティブシティにする方法」をテーマに、各グループにアイデア
を出してもらいました。

茶ッカソン六本木・麻布
地域課題検討「アイデアソン」の実施1

ベイエリアKIDSフェスタ

みなとサイエンス・フェスタ

　平成28年11月27日、芝浦公園お
よびみなとパーク芝浦にて港区政
70周年記念事業「ベイエリアKIDS
フェスタ」を開催しました。特設ス
テージにおける乳幼児向けの食育
出前講座や体操教室、ポニーの乗
馬体験や動物とふれあう移動動物
園の他、交流自治体の物産展や警
察署・消防署・地域の皆さんによる
ブースが出展されました。

　プラネタリウムやワークショップ等、子どもたちの科
学への興味・関心を高める科学イベントを行いました。

商店グランプリ

　毎年、顧客満足やサービス向上のために、意欲的、積
極的に商店経営に努めている商店を表彰しています。
平成28年度は、港区政70周年記念大賞を設けるととも
に、受賞店舗と創業70年以上の区内老舗を紹介するガ
イドブックを作成しました。また、受賞店舗の魅力を紹
介する情報番組「平成28年度港区商店グランプリ完全
ガイド」をケーブルテレビで放送しています。

みなと森と水特別講演会6
　｢森｣や｢水｣を通じて、港区や他の自治体が結び付き、
私たちの生活が成り立っていることを理解し、都市と地
方が共存共栄していくことの大切さを考える講演会とな
りました。

プレミアム付き
区内共通商品券発行支援5

　2億2000万円分のプレミアム付き区内共通商品券の
発行に伴う経費を補助し
ました。区政70周年を記
念したオリジナルデザイ
ンで発行しました。

　台場がある自治体が連携し、歴史的遺産
の活用により行える地域発信の工夫等につ
いて意見を交わし、歴史的遺産の大切さを
多くの人々に知ってもらうとともに、台場の
保存、活用の将来像を考えました。

自治体連携事業7
台場でつなぐ全国の自治体と港区
―歴史的遺産の保存と活用を考える―

「総合支所10年の歩み」
作成8

　区政70周年を記念
して、総合支所制度
発足からの各総合支
所の活動記録や区民
の皆さんからのメッ
セージ等を掲載した
冊子を作成しました
（6000部）。

※平成28年12月から配布しています。

　区政70周年を迎える3月15日（水）
のイベントについて、4面で詳しく紹
介しています。

2

3

4

記念植樹 タイムカプセル

　各総合支所では、
区政70周年および各
総合支所10周年を
記念して、記念植樹
を行いました。ゆか
りのある交流自治体
等から植樹の苗木を
いただき、区民の皆
さんとともに植える
ことができました。

　各地域の子どもたちに
よるタイムカプセルの設
置を行いました。タイムカ
プセルの中には、それぞ
れが区政100周年に向け
たメッセージを投入しま
した。

区では、さまざまな港区政70周年記念事業を行ってきました。その一部をご紹介します。
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☎3578–2111（区役所代表）

　平成27年以降の6年間で、区の人口は毎年
5000人程度増加し続け、平成32（2020）年には
戦後最大であった昭和30年代に匹敵する約26
万人となる見通しです。平成32年には、東京
で2度目となるオリンピック・パラリンピッ
ク競技大会が開催されます。区内ではトライ
アスロンや水泳10キロマラソンが行われる予
定の他、港区は新国立競技場への玄関口とも
なります。区全域が東京圏の国家戦略特別区
域として指定されており、成熟した国際都市
をめざして、区政100周年に向け、さらなる
進化を遂げていきます。

　現在の港区の
地域は、徳川家
康の江戸入府以
後に飛躍的に発
展し、特に幕末
から明治維新に
かけて、数多く
の歴史の舞台と
なりました。
　幕末の開国
後、諸外国の公
使館が区内の寺
社に置かれまし
た。今日、多く
の大使館が区内
にあるのも、こうした歴史的な背景が反映さ
れています。江戸城の無血開城を導いた西郷
隆盛と勝海舟の歴史的会見は、田町にあった
薩摩藩蔵屋敷で行われました。
　慶応3（1867）年の大政奉還後、明治政府の
詔書により江戸は東京と名を改めました。明
治5（1872）年には、新橋・横浜間に日本最初
の鉄道が開通し、明治11（1878）年には、芝・
麻布・赤坂の三区が誕生しました。

港区政70年のあゆみ

　東京湾の埋立地造成が大きく進展し、昭和
55（1980）年には芝浦港南支所を開設、行政区
画の芝浦港南地区が誕生しました。1990年代
以降、付近の汐留や品川と同様に再開発が急
ピッチで進められた時代です。昭和60年以降
は地価が高騰しました。昭和30年代後半から
減少を続けていた人口は平成7（1995）年に15
万人を下回りましたが、バブル経済崩壊によ
る地価下落や、住宅供給や定住に向けた区の
政策の効果、また平成10年代後半に進んだ芝
浦港南地域の大規模集合住宅開発等もあいま
って、区の人口は増加に転じました。

　平成8（1996）年に、港区は行政需要の変化
や厳しい財政状況に対応するため、活力ある
簡素で効率的な区政運営をめざして、｢みん
なといきいき区政推進計画｣（港区版・行政改
革大網）を策定しました。平成10（1998）年に
は、港区の環境保全に関する基本理念を定め
た港区環境基本条例を制定し、平成12（2000）
年には港区環境率先実行計画を策定した他、
平成13（2001）年度からISO14001に基づく環
境マネジメントシステムを導入し、エネルギ
ー使用量削減等の成果を挙げました。

　平成18（2006）年に、区民に信頼され、身近
で便利な区役所・支所の実現をめざし、総合
支所中心の区政運営へ転換しました。平成21
（2009）年には、地域の課題に迅速に対応する
機能を持たせるため、協働推進課を各総合支
所に配置し、区民協働による地域の課題解決
に取り組んでいます。平成23（2011）年には東
日本大震災が発生しました。港区では同年に
港区防災対策基本条例を制定し、平成26
（2014）年には、港区業務継続計画を改定しま
した。平成27（2015）年度から新たな港区基本
計画がスタートしています。

　当時、主な区名案には、芝区、愛宕区、高輪区、三緑
区、麻布区、飯倉区、三春区、三園区、赤坂区、青山区、
青葉区、御所区等があり、中でも愛宕区がもっとも多かっ
たようである。しかし、これらの名称はいずれも地域的に
偏っているため三区統合後の区名にふさわしくないとの意
見もあり、城南区、東港区の2案が新たに提出された。
　この2案の区名設定の理由について、「城南区‥千代田
城を囲む区の中で三区が、いずれもその南部に位置してい
る」、「東港区‥わが国の今後の発展は貿易の振興にあるが、
その素材とも言い得る東京港を区内に有している」と説明し
ている。
　東港区に対しては、麻布、赤坂関係者から強い反対の意向が
あったが、「東港区」は「東京都東港区」のように類似の音が重
なるので「東」の一字を除き、「港区」とすることで意見の一致
をみたという。（出典「港区史上巻」昭和35年3月15日発行）
港区発足当時 ▼職員数 757人 ▼当初予算 4500万円 ▼人口 
14万4301人 　現在 ▼職員数 2113人 ▼当初予算 1203億円 ▼

人口 24万9242人（平成29年1月1日現在）

区名の由来

昭和5（1930）年　品川駅俯瞰

大正初期　芝区役所

江戸時代から港区誕生まで 港区の誕生から戦後復興の道程 都市開発の波　変貌する港区 環境都市をめざして 区民とともに地域とともに 笑顔が集まる未来都市の創造

　東京湾に面した港区は、近代化とともに一
大工業地帯へと発展していきましたが、戦争
により区域の大半が焼失するという大きな被
害を受けました。戦後復興と区自治基盤強化
のため、昭和22（1947）年3月15日、芝・麻布・赤
坂の三区が統合して港区が誕生しました。昭
和33（1958）年には高輪支所を開設しました。
　戦後の復興はめざましく、昭和34（1959）年
には区の人口が戦後最高の25万6000人に達し
ました。高度経済成長の波に乗って、高速道
路や交通網の整備等、区のまちなみは一変し
ていきました。

平成28年
（2016） 社会保障・税番号制度開始（マイナン

バー制度）
18歳選挙権施行

平成29年
（2017） 人口25万人突破

港区政70周年
平成31年
（2019） ラグビーワールドカップ2019開催
平成32年
（2020） 品川・田町間新駅開業予定

東京2020オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会開催

平成39年
（2027） リニア中央新幹線開業予定

平成8年
（1996） みんなといきいき区政推進計画策定

赤坂コミュニティぷらざ（新赤坂支所・
保健所等）開設
㈶港区ふれあい文化健康財団設立
台場コミュニティぷらざ（台場分室等）
開設

平成9年
（1997） 区民斎場｢やすらぎ会館｣開設
平成10年
（1998） 品川駅東西自由通路開通

新障害保健福祉センター開設
平成11年
（1999） 港資源化センター、港清掃工場開設
平成12年
（2000） 特別区が基礎自治体に位置付けられ、

清掃事業等が東京都から移管
介護保険制度施行
子ども家庭支援センター開設

平成13年
（2001） 行政評価制度導入

港区ホームページ本格運用開始
包括外部監査導入

平成14年
（2002） 第三次港区基本構想策定
平成15年
（2003） 田町駅東西自由通路開通

｢みなとタバコルール｣施行実施
平成16年
（2004） 港区コミュニティバス｢ちぃばす｣運行

開始
平成17年
（2005） 区立芝公園に｢平和の灯｣設置

平成18年
（2006） 区役所・支所改革
平成19年
（2007） 港区コールセンター｢みなとコール｣

サービス開始
平成20年
（2008） 資源プラスチック回収開始
平成21年
（2009） 人口20万人突破

区内5地区の地区版計画書策定
平成22年
（2010） 小中一貫教育校｢お台場学園｣開校
平成23年
（2011） 港区政策創造研究所開設

東日本大震災、被災地へ救援物資・
職員派遣

平成25年
（2013） 東京国体、港区スポーツセンターでな

ぎなた競技開催
平成26年
（2014） みなとパーク芝浦（新芝浦港南地区総

合支所・新港区スポーツセンター・介
護予防総合センター等）開設
みなとタバコルール条例施行
環状2号線（新橋～虎ノ門間）開通
各種証明書類等のコンビニ交付開始

平成27年
（2015） 小中一貫教育校｢白金の丘学園｣開校

平成26（2014）年　台場でのトライアスロン選手権大会

平成28（2016）年　上野公園でのオリンピック・
パラリンピックイベント

昭和53年
（1978） 初めての港区基本計画策定
昭和55年
（1980） 芝浦港南支所開設
昭和57年
（1982） 防災行政無線開局

第1回みなと区民まつり開催
昭和59年
（1984） 地区計画制度制定
昭和60年
（1985） 港区平和都市宣言
昭和61年
（1986） 三原山噴火による大島町民受け入れ

区の木・区の花制定
昭和62年
（1987） 新麻布支所・保健所開設

港区役所新庁舎落成
平成元年
（1989） 港区CATV開局
平成2年
（1990） 第二次港区基本構想策定
平成3年
（1991） 心身障害者福祉センター開設
平成4年
（1992） 区役所完全土曜閉庁
平成5年
（1993） レインボーブリッジ開通
平成7年
（1995） 阪神淡路大震災、被災地へ救援物資・

職員派遣
高輪コミュニティぷらざ（新高輪支所
等）開設
人口15万人を割り込む

昭和22年
（1947） 芝、麻布、赤坂の三区統合により港区誕生
昭和24年
（1949） 区歌、区紋章制定
昭和27年
（1952） 区長公選制廃止

港区教育委員会発足
住民登録制度開始

昭和33年
（1958） 高輪支所開設

東京タワー完成
昭和34年
（1959） 国民健康保険事務開始
昭和35年
（1960） 国民年金事務開始
昭和36年
（1961） 港区役所新館落成
昭和38年
（1963） 住居表示事業開始
昭和40年
（1965） 福祉事務所が東京都から移管
昭和42年
（1967） 住居基本台帳制実施
昭和47年
（1972） 新橋駅西口広場にC11型蒸気機関車設置
昭和50年
（1975） 港区スポーツセンター開設

区長公選制復活
保健所等事務事業が東京都から移管
第一次港区基本構想策定

皇太子ご夫妻ご成婚の儀
　昭和34年4月10日青山通りを行く皇太子ご夫妻ご成婚の儀の馬
車隊。青山通りは人の波に埋め尽くされていた。撮影場所は、外
苑前郵便局あたりとみえ、現在のベルコモンズの位置にあった中
村園茶舗の看板が見える。
 （青山外苑商店街振興組合ホームページより）

昭和34（1959）年　青山通りを行くご成婚の儀の馬車隊 ▼

　　 （青山外苑前商店街振興組合　小林敬三さん提供）

　完成を記念して、花火大会や海上から橋の景観を楽しむクル
ージング等が開催された。また、開通前のレインボーブリッジ
でのウオーキングイベントやジョギング大会には多くの区民が
参加した。

レインボーブリッジ開通イベント

平成5（1993）年レインボ
ーブリッジ開通イベント

フォトサービス・
マツナガ提供

大正11（1922）年
芝浦一丁目から台場を望む

明治20（1887）年頃
旧新橋駅

大正12（1923）年
赤坂区役所

大正12（1923）年
麻布区役所

昭和39（1964）年
東京オリンピックの観光案内所

昭和45（1970）年
地下鉄工事（増上寺前）

昭和41（1966）年
新橋駅西口広場

昭和61（1986）年
工事が進む新庁舎

昭和47（1972）年
新橋西口広場にＣ11型蒸気機関車設置

平成7（1995）年
エコプラザオープン

平成10（1998）年
品川駅東西自由通路完成

平成7（1995）年
高輪支所新庁舎開設

平成15（2003）年
田町駅東西自由通路開通式

平成11（1999）年
港清掃工場開設

平成20（2008）年
あっぴぃ麻布開設

平成17（2005）年
区立芝公園に｢平和の灯｣設置

平成25（2013）年
港区スポーツセンターで東京国体なぎなた競技開催

平成25（2013）年　東京2020オリンピック・
パラリンピック競技大会開催決定
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港区政70周年記念日プログラム 港 区 ク イ ズ

応募方法

当選者発表

応募締め切り

　港区クイズの正解者の
中から20人に、「港区政
70周年記念　森永×港区
　オリジナルチョコボー
ル」をプレゼントします。
奮ってご応募ください。

　はがきに、（1）住所（2）氏名
（3）年代（4）クイズの答え（5）
「港区政70周年記念事業｣に
対するご感想を明記の上、郵
送で、〒105－8511港区役所
区長室広報係へ。

　記念品の発送をもって、発表
に代えさせていただきます。

3月24日（金・消印有効）

港
区
役
所

　

区
長
室
広
報
係

〒105－851152円

切 手

⑴
住
所

⑵
氏
名

⑶
年
代（
例
：
30
歳
代
）

⑷
ク
イ
ズ
の
答
え（
例
：　

①
、 　

②
、 　

③
）

⑸
広
報
み
な
と
に
対
す
る
ご
感
想
・
ご
意
見

Q2

Q1

Q3

港
区
政
70
周
年

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ 

担
当

はがき記入例裏 表

※�いただいた個人情報は、記念品の発送のみに
使用します。

企画課企画担当　☎3578－2087問い合わせ

区政70周年を迎える3月15日を記念して、
次のプログラムを実施します。

港区政70周年記念　議場コンサート

記念花の配布

1

2

　サントリーホール室内楽アカデミー所属演奏者の皆さんで編成する
「港区政70周年記念カルテット（四重奏）」と、同ホールオペラ・アカデ
ミーの歌手たちも関わる特別アンサンブル、東海大学付属高輪台高等
学校吹奏楽部の演奏を議場でお楽しみいただけます。

　3月15日の誕生花である｢ホワイトレース
フラワー｣を当日来庁した人に無料配布し
ます。この｢ホワイトレースフラワー｣は、
特別区長会と連携協定を結んだ千葉県町
村会にご協力いただき購入しています。

3月15日（最高の日）をあなたの記念日にプロジェクト　3月15日に婚姻届・出生届を届け出た人に記念証と記念品をプレゼントします。
とき　3月15日（水）午前8時30分～午後7時に受け付けを行った人　ところ　区役所戸籍係および各総合支所窓口サービス係

サントリーホールアカデミー
「港区政70周年記念カルテット」、
東海大学付属高輪台高等学校吹奏楽部

出　演 対　象

と　き ところ

どなたでも

3月15日（水）正午～午後1時 港区議会議場

対　象
配布数

どなたでも
1000本（会場先着順）
※区役所本庁舎300本・各総合支所各160本（台場60本）

と　き 3月15日（水）午前9時

ホワイトレースフラワー

Ｑ１．
港区は、芝区、麻布区の他
に何区が統合したことによ
り誕生したでしょうか？

（1）赤坂区
（2）高輪区
（3）芝浦港南区

Ｑ2．
平成28年は総合支所
が誕生して何周年で
しょうか？

（1）5周年
（2）10周年
（3）15周年

Ｑ3．
ラグビーワールドカッ
プ日本大会は何年に
行われるでしょうか？

（1）2018年
（2）2019年
（3）2020年

区長室広報係　☎3578－2038問い合わせ

港区政　  周年70
記念式典を開催しました

　区政70周年を記念して、平成28年12月4日にメル
パルクホールで、港区政70周年記念式典を開催しま
した。名誉区民顕彰が行われた他、石田克佳さんに
よる琵琶演奏、連携自治体による演芸、区内の小・
中学生による演奏や演技等が披露されました。当日
は多くの人が来場し、区民の皆さんとともに、区政
70周年をお祝いすることができました。ご出演・ご
来場いただいた皆さん、ありがとうございました。

　来場した皆さんには、区政70周
年記念品をお渡ししました。その
中の記念品の一つを、｢広報みな
と港区政70周年特集号｣を見てク
イズに正解した人の中から20人に
プレゼントします。詳しくは、下
段をご覧ください。

企画課企画担当　☎3578－2087
問い合わせ

すてきな歌声で感動を与えてくれた白金小学校

満席となった会場の様子

ダンスを披露してくれた御成門中学校 オープニングを飾ってくれた芝小学校

兼高かおるさん 四世 石田不識さん

プログラム
1　開会
2　�オープニング演奏（ブラスバンド）（｢新世界より｣、�
オクラホマ・ミキサー、YMCA）　芝小学校

3　港区歌（斉唱）　白金の丘学園白金の丘小学校
4　開会挨拶
5　来賓紹介
6　�名誉区民顕彰�
兼高かおるさん、四世�石田不識さん

7　琵琶演奏（川中島）��石田克佳さん
8　トークセッション
9　区政70周年記念映像
10　�連携自治体による演芸（スパリゾートハワイアンズダ
ンシングチームによるフラダンス・郡上踊り保存会に
よる郡上踊り）　福島県いわき市・岐阜県郡上市

11　�ダンス（One�More�Time,Hey�Mama）　御成門中学
校

12　�合唱（第83回NHK全国音楽コンクール銀賞受賞課題
曲｢ぼくらのエコー｣・自由曲｢踊るミュージアム｣）　白
金小学校

13　閉会の挨拶


